
学会報告

第 84回日本医学放射線学会総会
河田 広人

日鋼記念病院 初期研修医

2025年5月7日論文受領、最終受理2025年5月9日

日鋼記念病院初期研修医2年目の河田広人と申します。
この度、北海道大学病院放射線診断科の先生方のご厚意に

より、2025年4月10日から13日にかけてパシフィコ横浜で開
催された日本医学放射線学会総会へ参加いたしましたので、
ご報告いたします。

当学会には、放射線科医師をはじめ、放射線技師、医学物
理士など、放射線領域に関わる全ての職種の方々が全国各地
から参加されておりました。会場は熱気に包まれており、大
変印象的な学会となりました。

講演では、以前より関心のあった人工知能に関連した講演
を中心に拝聴いたしました。各分野の専門家の方々に向けて
作成された講演は、研修医である私にとって難しいのではな
いかと懸念しておりましたが、研修医セミナーは研修医にも
分かりやすく作成されており、大変有意義な学びの場となり
ました。

また、フォトンカウンティングCTの存在をはじめて知り、
被ばくの低減、体内物質の定量化などを可能にする優れた機
能に驚嘆いたしました。こうした技術の日進月歩に新たな放
射線分野の可能性の広がりを感じました。私も医療者として
益々日々精進していきたいと思います。

また、同会場で開催された国際医用画像総合展（ITEM）で
は、各企業が最新の医療機器を展示しており、至る所で企業
担当者と病院関係者との熱い議論が交わされており、講演と
はまた異なる学びを得ることができました。

夜には、阿保先生、原田先生、木野田先生と中華テーブルを
囲んで歓談した懇親会も、大変良い思い出となっております。

初めての学会参加でありましたが、北海道大学病院放射線
診断科の先生方の温厚なご支援のもと、大変有意義な時間を
過ごすことができました。この場をお借りして、心より御礼
申し上げます。
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